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令和６年度 第１回 北海道恐竜・化石ネットワーク研究会 議事概要 
 

＜概要＞ 

〇日 時：令和６年(2024 年)4 月 25 日（木）13：00～15：00 

〇場 所：オンライン(Zoom)開催 

〇出席者：別紙「出席者名簿」のとおり 

〇次 第： 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 議 題 

(１)恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過と令和５年度の主な取組について 

(２)令和６年度の取組について（案） 

(３)各博物館・団体等からの話題・情報提供について 

４ その他 

５ 閉 会 
 

１ 開会 

［北海道・天野］ 

 令和６年度第１回北海道恐竜・化石ネットワーク研究会を開催する。本日の司会を務める天

野。どうぞよろしくお願いする。 

 開会にあたり、北海道総合政策部地域政策課地域資源活用担当課⾧の守屋よりご挨拶申し上げ

る。 
 

２ 挨拶 

［北海道・守屋］ 

 北海道総合政策部地域政策課 地域資源活用担当課⾧の守屋。 

  本日はお忙しい中、会議にご出席いただき、感謝。 

 ４月からの人事異動で担当者が変わり、新たな担当者を紹介。天野主幹、宮本主任紹介。 

 最近の道内の恐竜・化石に関連する話題としては、北広島市にある「エスコンフィールド 

HOKKAIDO」において３月１日から３月２９日までカムイサウルス（むかわ竜）の全身骨格 

レプリカが展示されており、好評を得ている。 

 本日は、昨年度の活動の報告と今年度の取り組みについて、意見交換させていただきたいと考 

えている。昨年度の当研究会の活動としては、多くの市町の皆様にご協力いただいた「ほっか

いどう恐竜・化石カレンダー」の配布、埼玉県越谷市のイオンレイクタウンでのイベント開

催、オリジナルフレーム切手の制作等恐竜・化石の魅力の発信を行ってきた。 

 今年度については、昨年度同様に埼玉県越谷市のイオンレイクタウンで開催するイベントと 

2024 年度北海道フェアへの出展、恐竜・化石カレンダーの配布について、意見交換させてい 

ただきたい考え。新たな取り組みもあり、「恐竜・化石大陸ほっかいどう」を昨年以上に強く 

発信していきたいと考えているところであり、ご協力をよろしくお願いしたい。 
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⚫ 併せて、各地域のみなさまの最近の活動などについても情報共有を図るとともに今年度の事 

業について考えをお示しさせていただく。忌憚のないご意見いただければと思う。どうぞよろ

しくお願いする。 
 

３－１ 議題（１） 

［北海道・宮本］ 

 議題（１）、恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過と令和５年度の取組報告につ

いて。 

 資料に沿って説明。 
［浦幌町・持田］ 

 オリジナルフレーム切手の販売場所は、展示施設の近隣郵便局 17 カ所とあるが、確認するこ

とはできるか。 
［北海道・天野］ 

 販売場所は、小樽境町郵便局、イオンモール苫小牧内郵便局、白老郵便局、北海道庁内郵便

局、新札幌駅デュオ郵便局、札幌平岡イオン郵便局、沼田郵便局、イオンモール旭川西内郵便

局、留萌開建郵便局、イオンモール釧路昭和内郵便局、函館中央郵便局、札幌中央郵便局、千

歳郵便局新千歳空港内分室、旭川中央郵便局、釧路中央郵便局、帯広郵便局、北見郵便局。後

ほどメールで情報提供する。 
［浦幌町・持田］ 

 郵便局のホームページで公表しているのか。 
［北海道・天野］ 

 郵便局のホームページで公表している。 
 

３－２ 議題（２） 

［北海道・宮本］ 

 令和６年度の取組（案）について 

 資料に沿って説明。 
［北海道・天野］ 

 昨年度むかわ町で、AOAO SAPPORO でカムイサウルス全身骨格レプリカ展示等のイベント

を実施しており、AOAO SAPPORO 側から令和６年度についても、化石の日（10 月 15 日）

に合わせてイベント実施できないかと打診があったとむかわ町の本間参事からメールで情報を

いただいた。内容としては、本研究会で参加されている市町と一緒にイベント等連携できない

かと提案。詳細内容については、今後詰めていくことから別途お知らせする。どういう形にな

るかは不明ではあるが、北海道で注目されている施設で広告効果が高いことから、協力いただ

ける範囲でお願いしたい。 

 昨年度のイベントの内容について、カムイサウルス等の展示、化石クリーニング体験、トーク

イベント、その他化石クッキーの販売などの取組を実施している。イベント期間は令和 5 年 10

月 19 日～令和 6 年 1 月 15 日の約３ヶ月を実施し、その期間中の AOAO SAPPORO の来場

者は約 14 万人と大勢の来場者が訪れており、広告効果は非常に高い。むかわ町の本間参事か

ら補足説明等お願いしたい。 
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［むかわ町・本間］ 

 むかわ町では、AOAO SAPPORO と包括連携協定を締結して、イベントの実施を行った。令

和６年も引き続き、10 月 15 日の化石の日にイベントができなかと打診を受けており、今年に

ついては、研究会の皆様と一緒にイベントができればと考えている。道の事務局の担当も変わ

ったので一度 AOAO SAPPORO 様に伺って、内容についての話を確認し、研究会の皆様に

情報提供したい。参加いただける内容なのかも含めて、今後調整していきたいと思っておりま

すのでご検討いただきたい。 

 また、エスコンフィールドについても、イベントを日本ハム様と調整したが、カムイサウルス

のレプリカが他の博物館で展示することが決まっており、設置ができず、イベントの話はなく

なったが、今後イベントの情報があれば、研究会の皆様と協議したい。 
［むかわ町・太田］ 

 恐竜化石カレンダーの配布と応募券の配布だが、応募券は１枠２名で各施設３枠６名の当選分

を設定している。この当選分の枠が３つで１枠２名にしている理由は。 
［北海道・守屋］ 

 去年行った議論では、まず、実施方法としては、皆様との検討で決めていきたい意向である。

検討した方法としては、応募券の箱は各施設に設置し、３枠の当選を決めていただいて、北海

道に報告していただくことを考えている。 

 ３枠にしたのは、用意できる施設が 70～80 名程度の施設が限界と考えている。１枠２名にし

たのは、お子様だけでは行けないことから親子でも参加できるようにと考えている。３～４人

も検討したが、できるだけ各施設の枠も設けたいことから、設定したが、あくまでも一旦の案

で提案している。 
［むかわ町・太田］ 

 例えば、むかわ町穂別博物館から親子が２名の枠が１つと、それぞれ１人で参加する枠が２つ

であるとか、そのようなこともあり得るということか。 
［北海道・守屋］ 

 その通りである。 
［三笠市・加納］ 

 当選者を各施設で決めるのか。 
［北海道・守屋］ 

 各施設で決めていただいた方が、速やかに各施設分の３枠が埋まると考えている。 
［三笠市・加納］ 

 イメージがわからないが、どのようにしてくのか。 
［北海道・守屋］ 

 応募箱を各施設に設置していただき、そこから３枠を選ぶことを考えている。 
［三笠市・加納］ 

 応募券はお客様が受け取り、名前等を記載してこちらに提出するのか。 
［北海道・守屋］ 

 そうです。必要事項等書いていただく応募券を配布しますので各施設の応募箱に入れていただ

く。 
［三笠市・加納］ 
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 場所によるかもしれないが、各施設どれくらいの量の応募券を置くのか。 
［北海道・守屋］ 

 コピーで対応できるものを用意する。 

 去年は、冊子等配布する際にどうしても人を配置して管理が必要であったことから、今回はお

客様が入口で取っていただき、応募箱に入れていただく。人の対応が必要にならない仕組みを

検討した。 
［浦幌町・持田］ 

 応募箱は、各施設に設置するのが原則なのか。設置場所は例えば、博物館以外の役場などに設

置するのはどうかというのは各市町の判断なのか。 
［北海道・守屋］ 

 各施設に足を運んでいただくっていうことが１番の目的で、小林先生のプレミアム授業を受け

たい方が、各施設を回ることで応募の機会が増えることを考えている。 

 お願いしたいのが、役場のロビーではなく、施設の中に設置していただきたい。 
［浦幌町・持田］ 

 町内の人に配布というよりも、各施設に訪れた方であれば、どこの住民でもいいということ

か。 
［北海道・守屋］ 

 その通りです。 
［三笠市・加納］ 

 記載スペースがない、または、イベントをやっていると対応が難しいことから、北海道の方で

一貫して対応はできないのか。 
［北海道・守屋］ 

 あくまでも施設の来館を目的にしたいことから、各施設にお願いをしている。北海道でやるの

あれば、施設に関係なく、インターネットでもできるがそれであれば、研究会の各施設に来場

者を増やしたい研究会の目的は一致しないことから各施設での応募を考えている。 
［三笠市・加納］ 

 物理的に辛い部分があるが、常時というわけでもない。 
［北海道・守屋］ 

 昨年と最終的に同じになるが、強制的に参加しなければならないというイベントではない。で

きるところで協力し合っていくような形を考えている。 
［三笠市・加納］ 

 できる範囲でということでよろしいか。 
［北海道・守屋］ 

 その通りです。三笠市はスペースがないのであれば、できる範囲でご協力いただきたい。 
［札幌市・山崎］ 

 各施設に応募ということは、各施設に個人情報の保管をすることになるのか。 
［北海道・守屋］ 

 その通りです。 
［札幌市・山崎］ 

 どこの自治体も個人情報保護法の改正があって、個人情報の取り扱いが昨年度から変更した部

分があるので、確認してみないと回答できない。 
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［北海道・守屋］ 

 確認のほうをお願いしたい。最終的にはできる町とできない町があることを決めていき、メー

ル等で共有していきたい。 
［札幌市・山崎］ 

 三笠市の意見もあったが、北海道で応募のとりまとめを実施したほうが煩雑なことがなくなる

のでは。よくあるお菓子に付属されている応募券のような形で応募券を応募はがきに貼って、

抽選でプレゼントがもらえる形式というのは、検討してはどうか。 
［北海道・守屋］ 

 経費的な面を含めて、郵送対応するのは難しい。QR コードでの対応も考えられるが、個人情

報も含めて詳細については、検討する。 
 

３－３ 議題（３） 

［北海道・天野］ 

 続いて、議題（３）各博物館・団体等からの話題・情報提供について。 
［三笠市・唐沢］ 

 今年度は夏に特別展を例年通り開催予定。恐竜をテーマにした内容と考えており、本州の群馬

県立自然史博物館と豊橋市自然史博物館から標本をお借りして、７月 13 日から 10 月 14 日ま

で特別展を開催する予定。 
［むかわ町・太田］ 

 学術的な部分の情報発信は、昨年の 11 月に静岡大学、穂別博物館、東京大学の研究グループ

によるカムイサウルスと花粉化石についての研究が日本古生物学会の欧文誌に掲載されてい

る。 その花粉の化石の種類を調べることによって、カムイサウルスが生きていた時代をより詳

細に推測できるといった趣旨の研究を行った。 

 その他、普及活動は今年の 1 月 19 日から 20 日で町内で恐竜のＰＲをするイベントむかわ町恐

竜フェスタ を実施。こちらは神奈川大学の佐藤たまき教授をお招きして、海生爬虫類化石につ

いての講演をいただいたほか、様々なデジタル技術と化石を組み合わせたイベントの実施をし

た。  

 むかわ町は、直接関係していないが、2 月 20 日にカムイサウルスの全身骨格のレプリカを個人

の方が購入され、沖縄県立博物館・美術館に寄贈された。 むかわ町⾧の竹中がその記念セレモ

ニーに出席した。  

 3 月 1 日から 29 日にかけて北広島市のエスコンフィールド北海道でカムイサウルスの全身骨

格レプリカを展示した。費用については、北海道の地域づくり総合交付金を活用している。 

 現在は、穂別博物館のリニューアルを含む、むかわ町復興拠点施設整備事業１について取り進

めをしており、6 月末の実施設計策定に向けた協議を事業者等と進めている。  
［中川町・疋田］ 

 例年と違う取組はないが、夏休みに向けて普及事業を実施することを予定している。その他文

化財保存活用地域計画を文化庁から補助していただき、3 年目の今年に完成させる予定となっ

ている。それに伴い、化石を含む中川町の地域財産を文化財指定で化石 4、5 点を文化財とし

ての化石ということも含めて今進めているところ。 
［小平町・長澤］ 
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 今年度も小中学生の化石発掘体験の普及啓発活動を進めていく。また、今年度については社会

教育中期計画策定年になっている。例年、小平ふるさと塾あたりで化石の話をして、地元にい

てはわからない、外から見た目で発見できるような機会を作ることをやっているが、今年はで

きない可能性がある。 
［足寄町・門野］ 

 動物化石博物館の職員が欠席ですので、何かありましたら、別途発信させていただければ。 

［沼田町・長野］ 

 化石体験館が４月 29 日にオープン。ゴールデンウィーク期間中にミニ発掘イベントや名誉館

⾧、学芸員からの展示解説などを行う予定。７月にナイトミュージアム等のイベントを行うこ

とを考えている。 
［札幌市・山崎］ 

 今年から日生ビルで都心部の展示の形で小金湯産クジラの全身骨格を展示した。今年度も 2 月

の雪まつりの時期の前後に 都心部イベントでクジラの展示をできたらと考えている。  

 AOAO SAPPORO のイベントにも協力したいと考えている。当センター自体も連携協定結ん

でいることから話しやすいと考えている。当センターの建物の保全工事が開始されることから

9 月、10 月が臨時休館となる。その期間に合わせて、AOAO のイベントなどアウトリーチ活

動を強化していきたいと考えている。  

 申し遅れたが、今回から 4 月に新しく着任した古生物学の学芸員、田中に担当を変わるので紹

介する。 
［札幌市・田中］ 

 ４月から担当になる田中と申します。イルカ、クジラ、セイウチなど化石を 研究している。北

海道では、沼田町のヌマタナガスクジラ、深川市のフカガワクジラ、大樹町のタイキケタス、

それから当別町のトウベツアカマツセイウチなど研究、命名してきた。その他、北大総合博物

館の研究員を兼務、沼田町化石体験館の特別学芸員を兼務している。  

 AOAO のイベントも協力したいと考えているので今後ともよろしくお願いする。 
［黒松内町・永田］ 

 4 月から黒松内町部のセンターに来ました永田と申します。去年は学芸員不在で 研究会に参加

できなかったが、今年は少しでも関われればと考えている。  

 私は植物専門で、化石のことはまだよくわからないが、少しずつ勉強できればと思っている。

イベントは、 例年通り小学 5 年生の授業で化石の発掘体験など行う予定。 
［八雲町・大谷］ 

 例年通りにはなるが、7 月頃に町内の小学生対象の化石採取体験と 9 月に小学校の方からリク

エストがあれば、5 年生向けの 化石発掘授業の開催予定。 

［枝幸町・立石］ 

 ４月から担当が変わり、立石と申します。大きなイベントとかは特に今のところ計画はしてい

ないが、地元の小中学校から地層学習の依頼などあれば発掘体験学習を行い、秋頃にミニ発掘

体験の講座も予定している。 
［浦幌町・持田］ 

 当館は今年度、収蔵庫の移転があるので、特段大きな事業の予定はしていない。  
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 北海道博物館で本町から掘られた K-Pg 境界という地層について、そのはぎ取り標本を今札幌

の方で展示を８月まで公開している。K-Pg 境界を天然記念物化する方向で本格的に検討を始

めていて、今年度準備を進めていければと考えている。 
［北海道・守屋］ 

 資料の追加説明をさせていただく。去年越谷イオンレイクタウンにおいて実施したイベントに

ついて、各市町から意見をいただきながら、今年度も実施する方向で進めている。去年の議論

した中では、運搬費、人件費等の予算を考えると中々難しいとご意見をいただいており、我々

も大変厳しい中で実施していると感じている。 

 各市町からの意見で標本展示を少なくして、販売を拡充した方がいいのではないかという意見

もあった。大勢の来場があり、各市町で販売したところ非常に売れたと聞いている。 例えば、

販売を委託販売という形でお願いする方法もご意見もいただいており、2 月の実施予定に向け

て、検討していきたい。 

 中々会場に行けない場合について、我々も今回会場を見てきたところ、大きなスクリーンがあ

って、映像を常に流せるような仕組みもあった。 恐竜化石を中心とした、もしくはそれ以外の

PR 動画があれば、PR の機会を作りたいと考えている。イベント参加以外の方法も様々あると

考えており、1 つでも多くの市町に参加していただき、イベントを盛り上げたいと考えてい

る。今後のご協力をお願いしたい。 

 カレンダー配布事業については、個人情報や実施方法含め、ご意見あれば、この会議の後でも

いただきたいと考えている。 11 月に小林先生プレミアム授業ができるように考えているが、

おそらく 1 番は小林先生のいる博物館内でできると非常に参加できる方も喜ぶのではと考えて

いる。札幌市内が来やすいということもあるが、各展示施設の町で実施してほしい要望があれ

ば、事務局の方にご連絡いただきたい。札幌市外での開催でも非常に小林先生は全国的に人気

があり、どこでも行くっていう方が多いかと思われる。是非、町においても締め切りは特に決

めていないが、要望があれば、具体的に検討していきたいと考えている。 
［北海道・天野］ 

 道といたしましては、今後とも、皆様と連携し、恐竜化石の取り組みを推進してまいりたいと

考えておりますので、引き続きよろしくお願いする。  

 
４ その他 

［北海道大学総合博物館・小林］ 

 毎年のことだが、皆さんそれぞれの博物館や施設の仕事で忙しいとは思うが、このネットワー

クの活動をぜひ積極的に参加していただきたい。 報告にもあったが、埼玉のイベントや

AOAO SAPPORO のイベントなど集客力は恐竜だけではなく、化石も非常に魅力あるもので

北海道内はもちろんのこと、全国展開で皆さんと一緒に活動できれば。参加にあたっては、場

所が狭かったりする事情もあるが、それぞれ参加していただくことで、さらなる北海道の魅力

は伝わると思うことから、今後ともお願いしたい。 
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（敬称略） 

５ 閉会 

［北海道・天野］ 

 本日の議題は以上。様々なご意見をいただき感謝申し上げる。 

 これを以て本会議を終了させていただきます。 


